
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご坊さんだより 
桑名別院 本統寺 

月 

第2７号 

 

さ
る
２
月
20
日
、
親
鸞
聖
人
御
誕
生

850
年
・
立
教
開
宗
800
年
記
念
、
真
宗
教
団

連
合
結
成
50
周
年
・
真
宗
教
団
連
合
三
重

県
支
部
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
演
劇

「
前
進
座
特
別
公
演 

花
こ
ぶ
し
～
親
鸞

聖
人
と
恵
信
尼
さ
ま
～
」
が
津
市
の
お
城

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

桑
名
別
院
か
ら
は
職
員
一
同
、
婦
人
会

を
中
心
と
し
た
方
々
と
共
に
団
体
参
観

前進座特別公演 団体参観 

花
こ
ぶ
し 

発行所：桑名別院 

発行人：長澤隆司 

～
親
鸞
聖
人
と
恵
信
尼
さ
ま
～ 

 

人

生

講

座 

い
た
し
ま
し
た
。 

午
前
中
は
真
宗

高
田
派
の
本
山
で

あ
る
専
修
寺
に
参

拝
し
、
現
地
職
員

よ
り
如
来
堂
、
御

影
堂
、
唐
門
、
山
門

な
ど
の
建
立
時
の

苦
労
や
込
め
ら
れ

た
願
い
な
ど
を
詳
し
く
ご
案
内
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
田
会
館
に
て
昼
食
を

い
た
だ
き
、
午
後
か
ら

は
演
劇
会
場
で
あ
る

「
お
城
ホ
ー
ル
」 (

津
リ

ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ)

に
向

か
い
ま
し
た
。 

２
時
間
半
に
わ
た
る
演
劇
で
は
、
親
鸞

聖
人
、
恵
信
尼
様
、
法
然
上
人
の
お
姿
を

通
し
て
、
様
々
な
身
分
で
生
き
る
人
々
の

心
を
支
え
て
い
た
お
念
仏
の
教
え
に
つ

い
て
力
強
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

劇
中
に
は
、
「
初
め
て
親
鸞
聖
人
が
妻

帯
す
る
僧
侶
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
恵
信
尼
は
初
め
て
僧
侶
の
伴
侶
と

な
る
女
性
で
あ
る
」
と
い
う
恵
信
尼
の
セ

リ
フ
が
あ
り
ま
し
た
。
改
め
て
考
え
れ
ば

そ
の
通
り
の
こ
と
で
す
が
、
自
分
の
視
点
を
変
え
な
い

こ
と
に
は
中
々
気
づ
け
な
い
こ
と
で
す
。 

劇
の
終
盤
、
親
鸞
聖
人
の
逝
去
に
際
し
て
、
娘
（
覚
信

尼
）
と
母
（
恵
信
尼
）
が
文
通
を
交
わ
す
場
面
で
は
、
舞

台
中
に
お
念
仏
の
声
が
響
き
渡
り
な
が
ら
、
幕
が
下
り

ま
し
た
。
す
べ
て
の
衆
生
を
平
等
に
救
お
う
と
願
う
阿

弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
、
共
に
念
仏
申
す
中
で
、
お
互

い
を
認
め
合
う
力
は
、
時
に
尊
い
光
と
な
っ
て
私
た
ち

に
迫
り
く
る
感
動
が
あ
り
ま
す
。 

前
進
座
に
よ
る
全
国
公
演
は
今
後
も
続
く
そ
う
で

す
。
ぜ
ひ
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

２
０
２
４
年
度
の
講
師
は
左
記
の
通
り
で
す 

～
ご
案
内
～ 

全
日
朝
午
前
７
時
～
８
時
ま
で
（
場
所
：
桑
名
別
院
） 

４
月
７
日 

員
辨 

暁 

氏 
 (

東 

員 

町 

圓
光
寺 

住
職) 

５
月
12

日 

花
山 

孝
介 

氏 (

東 

員 

町 

遍
崇
寺 

住
職) 

６
月
２
日  

西
寺 

浄
帆 

氏 (

伊 

勢 

市 

本
覺
寺 

坊
守) 

７
月
７
日 

訓
覇 

浩 

氏 
 (

菰 

野 

町 

金
藏
寺 

住
職) 

８
月
４
日 

大
橋 

宏
雄 

氏 (

鈴 

鹿 

市 

淨
願
寺 

衆
徒) 

９
月
１
日 

瀬
木 

信
弥 

氏 (

い
な
べ
市 

了
圓
寺 

住
職) 

10

月
６
日 

加
藤 

淳 

氏 
 (

菰 

野 

町 

盛
願
寺 

住
職) 

11

月
３
日 

水
野 

朋
人 

氏 (

東 

員 

町 

淨
泉
寺 

住
職) 

12

月
１
日 

中
川 

和
子 

氏 (

四
日
市
市 

常
願
寺 

住
職) 

１
月
12

日 

長
澤 

隆
司 

  (

桑
名
別
院 

輪
番) 

２
月
２
日 

尾
畑 

潤
子 

氏 (

い
な
べ
市 

泉
稱
寺 

衆
徒) 

３
月
２
日 

小
幡 

実
穂 

氏 (

伊 

勢 

市 

西
光
寺 

坊
守) 

 



                                        

 

 

 

  

 

 

 

◇ 晨朝（おあさじ） 毎日午前７時～ 

◇ 祥月経      毎日午前９時～ 

13、28 日は午後 1 時～、また 31 日は前日に兼ねます。 

 なお、３月７日、10 日は諸事情により前日に兼ねます。 

 
 

◇ お夕事          毎日午後４時～ 

◇ 御命日のお参り  

前住上人 13 日 /  親鸞聖人 28 日 

 
 

 

◆ 
 
 
 

 

 

 
   

◇ 御歴代御命日 
  

３月２５日(月) 蓮如上人 第８代 
 

  
 

 

◇ 人生講座   会費 500 円 
  ３月３日（日）   午前 7 時～8 時 

講師  加藤 文子 氏          
(菰野町 盛願寺 坊守） 

 

 
 
◇ 同朋の会  会費 500 円 

３月１日（金）   午後１時～３時 

講師  長澤 隆司 

       （桑名別院 輪番） 
 

    
◇ 桑名別院法話のつどい  

３月１３日（水） 午後 1 時～3 時 

講師  岡田 豊 氏 
       （鈴鹿市 傳善寺 住職） 
 
◇ 桑名別院法話のつどい  

３月２８日（木） 午後 1 時～3 時 

講師  福岡 裕 氏 
       （四日市市 正福寺 住職） 

◇ 晨朝法話  
毎朝 午前７時 法話 別院列座 

   （１3 日、28 日の御命日は輪番） 
 

桑名別院 本統寺 

三重県桑名市北寺町４７番地 

 

毎月第一金曜日開講。次回は諸事情により第二金曜日開講。 

※ 次回 ４月１２日（金）午後 1 時～3 時 

 

  
 
 

※毎月第一日曜日開講。 

4 月 7 日(日)、講師 員辨 暁 氏 (東員町 圓光寺 住職) 

 

 

 

法話（又は講演）のご案内 法要（お勤め）のご案内 

他の時間に祥月経をご希望の方、 
または年忌等、各種お参りをご希望の方は 
寺務所までお問い合わせください。 

 

前 日：午後 1 時より逮夜  
御命日：午前 7 時より晨朝、午前 9 時より日中 

 

  

◆ 清掃奉仕活動 (婦人会)  
３月１５日(金) 午前９時～午前 11 時頃 

 

 

前 日： 午後 1 時より逮夜  
御命日： 午前 7 時より晨朝、 

午前 9 時より日中 
 

◇東日本大震災のつどい 勿忘
わすれな

の鐘 

３月 11 日(月)  午後１時半～３時半 
 

 

    

この度の「令和 6 年能登半島地震」、そして発生
から 13 年となる「東日本大震災」にて被災し亡く
なられた方々に心を馳せ、お勤めいたします。 
また、境内に灯をともし、14 時 46 分に鐘をつい

て共々に忘れない誓いを立てたいと思います。 
 

奉 仕 活 動 の ご 案 内 どなたでも、ぜひご参加ください。 

◆ 仏具のお磨き   

３月 ７日(木) 午前８時半～午前 11 時半 

 

 

◆ 春季彼岸会法要 ( ７日間 )  ３月１７日(日)～２３日(土)  
 
午後１時～ 総経 (なお、以下の日程は法話もございます) 

 

３月１７日(日) 午前９時より  初日中  法要、午後 1 時の総経後 法話 

２０日(水) 午前９時より  中日中  法要、午後 1 時の総経後 法話 

２３日(土) 午前９時より 結願日中 法要、午後１時の総経後 法話 

講師 渡邊  誉  氏 

（多度町 西願寺 住職） 
 

講師 三枝 明史 氏 

（多度町 空念寺 住職） 
 

講師 池田  真  氏 

（愛西市 萬瑞寺 住職） 

 


